
「
夏
井
川
友
の
会
」
を
主
宰
す
る
高
橋

宗
彦
さ
ん（
仲
町
）
は
、「
各
自
が
で
き
る

範
囲
で
の
環
境
活
動
を
地
道
に
行
い
、
町

の
中
心
を
流
れ
る
こ
の
川
を
確
実
に
き
れ

い
に
し
た
い
。」と
、
現
在
で
は
小
中
学
生

を
含
む
約
三
千
人
に
も
上
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
中
心
は
、
春
・
秋
の
川
底
の
清

掃
、
堤
防
に
植
生
す
る
桜
並
木
の
整
備
、

水
生
物
や
水
質
の
調
査
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
活
動
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
の
河
川
に

親
し
む
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
会
の
活
動

を
振
り
返
り
ま
す
。

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
漁
師
の
方
々
が
豊

穣
な
漁
場
育
成
の
た
め
上
流
の
山
腹
に
広

葉
樹
を
植
え
た
よ
う
に
、
い
わ
き
市
を
経

由
し
て
海
に
至
る
こ
の
川
を
、
上
流
地
域

が
浄
化
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
豊
か

な
山
河
を
醸
成
し
て
上
流
域
の
な
す
べ
き

こ
と
を
考
え
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
に
は
夏
井
川
上
流
域
連
絡

協
議
会
を
発
足
さ
せ
、現
在
山
口
・
岐
阜
・

新
潟
・
三
重
四
県
の
同
様
な
団
体
と
交
流

も
行
っ
て
お
り
、
今
年
の
春
に
は
福
島
県

内
各
地
の
五
十
三
団

体
か
ら
な
る
交
流
会

を
実
施
予
定
で
す
。

新
た
な
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
今
年
発
足
し
た
「
こ
ま
ち
み
ど
り
愛
護

会
」（
会
長
阿
部
君
江
さ
ん
本
町
）
は
、

初
の
活
動
と
し
て
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
小

野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
六
百
本
の
植
栽
作
業
を
行
い
ま
し

た
。今

年
度
平
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

が
開
通
す
る
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
と
磐
越

自
動
車
が
交
わ
る
小
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
は
、
町
の
玄
関
口
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
は
行

政
な
ど
が
環
境
美
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
新
た
に
地
域
住
民
主
体
の
活
動
に
移

行
し
、
周
辺
環
境
の
向
上
・
維
持
に
あ
た

り
ま
す
。

会
で
は
多
数
の
参
加
を
も
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
建
設
課
（
七
二
│
六

九
三
六
）
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

荒町地内の右支夏井川

中学生が参加した河川清掃

高 橋 会 長

阿 部 会 長

あぶくま高原道路へのツツジの植栽 ②


